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本システムの機能
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システムの概念図
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21年度 実施内容と成果

•機関/学部/学科レベルの統計組織別統計

• Scopus対応
• XooNIps対応汎⽤性向上

•受付開始無償提供
モジュール



ダウンロード数と被引⽤数を並べて⾒る



学部単位の統計(1)



学部単位の統計(2)

項⽬ 定義
研究者総覧論⽂登録数 同部局に所属する研究者の，研究者総覧に登録した論⽂数

の合計
機関リポジトリ登録数 同部局に所属する研究者の，機関リポジトリに登録した論

⽂数の合計
WoS論⽂収録数 同部局に所属する研究者の，Web of Scienceに採録された

論⽂数の合計
WoS被引⽤数 同部局に所属する研究者の，Web of Scienceに採録された

論⽂の被引⽤数の合計
機関リポジトリ論⽂ダウンロード数 同部局に所属する研究者の，機関リポジトリに登録した論

⽂がダウンロードされた回数の合計
研究者総覧閲覧数 同部局に所属する研究者の，研究者総覧のページが閲覧さ

れた回数の合計
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ダウンロード数の多い論⽂を確認



検索キーワードを把握



課題と今後の展望
汎⽤性
現在はSOARと同じ研究者DB以外への適⽤困難

統計数値の標準化
ROATプロジェクト
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